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私は東日本大震災で壊滅的な被害を受けた、宮城県石巻市雄勝歯科診療所で歯科医

をしています。2011 年に発生した東日本大震災を期に、当時勤務していた長野県の松

本歯科大学を退職し、医療機関が全て津波により失われた石巻市雄勝町に赴任してき

ました。そして、被災地域の中に、公立歯科診療所である石巻市雄勝歯科診療所が設

立され、所長に就任しました。あれから 11 年が経過し、できる限り地域のお役に立て

ればと思い、様々な活動をしています。その一部についてお話をさせていただきま

す。

1.障がい児・者の口から

松本歯科大学では、主に障がい児・者の歯科診療をおこなっていました。そこで赴

任後も障がい児・者歯科診療を積極的に行いました。石巻中心部から車で 1時間程度

離れたプレハブの診療所ですが、地域住人以外に多くの障がい児・者が受診するよう

になりました。

受診する障がい児・者の口腔内を診ると、虫歯や歯周病が放置されており、抜歯を

必要とする歯が沢山ありました。

障がい児・者の口腔疾患の多さ、石巻中心部からのアクセスの悪さを考えると、当

診療所ではなく、石巻中心部で障がい児・者が安心して気軽に通院できる診療所が必

要であると考えました。

そこで、障がい児・者の父兄、宮城県歯科医師会、石巻市歯科医師会、石巻市、近

隣の市町と連携し、石巻歯科医師会障がい児・者歯科診療所を 2017 年に開設されまし

た。現在月に 3回木曜の午前中に、多くの患者が受診しています。

2.摂食嚥下障害患者の口から

ある日、外来に奥さんを介護する男性介護者が受診しました。主訴は、食事中にむ

せるので診て欲しいという事でした。診察の結果、パーキンソン病の妻は、嚥下機能

が低下し、食形態の調整、食事姿勢、食事の介助法についての指導が必要でした。そ

の指導は夫に伝えることになりましたが、理解はできませんでした。

介護の経験もなく、食事も作った事が無い男性に対して、そのような指導をしたと

ころで、できる分けがありません。

そこで、“食”について重点を置く、男性向けの介護教室「男の介護教室」を仲間と



始めました。教室は全国に広がりました。コロナ禍で一時的に教室は休止していまし

たが、現在再開し始めております。

歯科関係者は口から日頃の生活背景が見えます。その見えた生活背景から、私はそ

の方を支えている地域を診るようにしています。

仲間と地域を診ることで、地域は豊かになると感じています。皆様の地域にとっ

て、少しでも何かのお役に立てるような話ができれば幸いです。

主な著書

災害時の歯科保健医療対策 一世出版、2015 （共著）

略歴： 2003 年 松本歯科大学卒業. 2004 年 松本歯科大学 障害者歯科学講座 入局. 
2006 年 松本歯科大学 大学院 入学. 現職. 石巻市雄勝歯科診療所 所長. 松本歯科大

学 障害者歯科学講座 非常勤講師. 石巻障がい児・者歯科診療所 指導医. 男の介護教

室 代表.

厚生労働省の調査報告によると、在宅介護者の 3割以上 を男性介護者が占

めていると報告されています。女性に比べ家事、育児の経験が少ない男性は

介護に不慣れなことが多いうえ、他人に相談することを控え、ストレスを自身で

抱え込んでしまう傾向があります。同じ境遇にある男性同士が集まる機会を作

りたいと思いました。そこで、2014年 1月より介護に関わる医師歯科医師等の

医療職とケアマネジャー 等の介護職が連携し男の介護教室を立ち上げ、この

問題に向き合い、取り組みを行っております。


